
提

出

者

平

岡

秀

夫

平
成
十
三
年
五
月
十
五
日
提
出

質

問
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六

六

号
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憲
法
第
六
六
条
第
二
項
の
文
民
規
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
務
大
臣
の
資
格
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
憲
法
第
六
六
条
第
二
項
に
「
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
は
、
文
民
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

中
谷
元
・
防
衛
庁
長
官
は
、
元
陸
上
自
衛
官
で
あ
っ
た
。
仮
に
、
「
軍
人
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
自
衛
官
が
、
憲
法
第
六

六
条
第
二
項
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、
自
衛
官
を
退
官
し
、
そ
の
後
に
国
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
憲
法
第
六
六
条
第
二
項
が
形
骸
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
自
衛
官
で
あ
っ
た
も
の
は
「
文
民
」
で
は
な
い
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
「
文
民
」
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
中
谷

元
氏
（
氏
は
、
憲
法
第
六
六
条
第
二
項
の
文
民
規
定
の
存
在
を
知
り
、
ま
た
知
り
得
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
状
況
の
下
で
、
自
衛

官
及
び
国
会
議
員
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
）
を
国
務
大
臣
に
任
命
す
る
こ
と
は
、
憲
法
第
六
六
条
第
二
項
違
反
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。


